
区政会議における2019年度（平成31年度）運営方針に関する意見への対応方針

7 平成30年

5月16日(水)

平成30年度

第1回

安全・安心なま

ち部会

（事前意見）

増田委員 区内福祉人口数、認知症高齢者も増加傾向

にある今、行方不明者の捜索などについてICT

の活用なども次年度の運営方針の中で考えて

いくお考えはありますか？

行方不明者の捜索については、見守り相談室

事業として「認知症高齢者等見守りネットワー

ク事業」の中でメール登録を行っております。大

阪市24区全体で進めていく事業ですので、一

つの区独自で進めることは困難だと考えていま

す。認知症アプリも導入されましたので、担当の

福祉局にご意見をお伝えさせていただきました。

保健福祉課

（保健福

祉）

④ 現時点での変更はありません。

8 平成30年

5月16日(水)

平成30年度

第1回

安全・安心なま

ち部会

（事前意見）

増田委員 地域福祉活動に参加したことのある区民の割

合が17.3%であるが、小さなおせっかいなら自

分にもできると回答した人は40%であったことに

ついて、明るい材料だと思うので、今の地域福

祉従事者に伝えて、参加者40%にしていく取

組を考えたいと思いますがいかがでしょうか？

「おせっかい」をプラスのイメージに捉えて、地域

で取り組んでいただくことは、大変嬉しいことで

す。ぜひよろしくお願いいたします。区役所としま

しても、今年度中に「地域福祉推進ビジョン」を

改定し、区社会福祉協議会とも連携しなが

ら、小さなおせっかいの輪を広げる取り組みを進

めていきたいと考えています。

保健福祉課

（保健福

祉）

② （予算措置不

要）

現時点での変更はありません。

18 平成30年

5月16日(水)

平成30年度

第1回

安全・安心なま

ち部会

増田委員 地域福祉活動に参加したことのある区民が

17.3％ということですが、ボランティア活動ばかり

でなく、近所同士の挨拶なども福祉活動につな

がっているということを広報すれば、数値が上

がっていくのではないでしょうか。また、「地域福

祉活動」という言い方を「小さなおせっかい活

動」などの優しい言い方に変えてもいいのではな

いかと思います。

平成25年11月に策定した「淀川区地域福祉

推進ビジョン－おせっかい共和国宣言－」の改

定を今年度予定しております。策定委員会で

議論いただいた上でのことになりますが、「おせっ

かい」という言葉は引き続き残していきたいと

思っておりますし、概要版やチラシを使った広報

活動にも力をいれてまいります。

保健福祉課

（保健福

祉）

② （予算措置不

要）

今年度開催しました策定委員会での議論の結

果、ビジョンの愛称として「おせっかい共和国宣

言」を残すことになりました。「淀川区地域福祉

推進ビジョン2019~2022」素案のパブリックコ

メントを2月に実施予定です。

その後の対応状況対応方針 分類担当課 予算措置No. 意見聴取の場 意見内容

対応方針の分類

①平成30年度に対応

②平成31年度運営方針に反映もしくは平成31年度で対応

③平成31年度での対応はできないが、今後引き続き検討を行う

④対応困難または対応不可

⑤その他
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その後の対応状況対応方針 分類担当課 予算措置No. 意見聴取の場 意見内容

19 平成30年

5月16日(水)

平成30年度

第1回

安全・安心なま

ち部会

増田委員 発達障がいのある方たちへの理解につながるよ

うな取組みを、平成31年度に進めてみてはどう

でしょうか。発達障がいのある方に対するちょっと

したサポートも福祉につながっていると思うので、

ちょっとしたおせっかいならしてもいいという人たち

とつながるような取組みも大切ではないかと思い

ます。

大阪市から要援護者支援名簿でお渡しするの

は、何らかの福祉制度や施策に関わっておられ

る方に限られてしまいます。それらに該当されて

いない発達障がいをお持ちの方についてもお困

りの方はいらっしゃると思いますので、そういった

情報を地域で把握されましたら名簿に登載して

いただいて、見守りの制度に結び付けていただ

きたいと思います。

保健福祉課

（保健福

祉）

① （予算措置不

要）

「地域福祉の推進」の具体的取り組みである

「地域における見守り支援体制の構築」の中

で、区社会福祉協議会とともに地域活動者に

向けて、発達障がいのある方たちの理解を深め

るような取り組みを検討しています。

20 平成30年

5月16日(水)

平成30年度

第1回

安全・安心なま

ち部会

福岡委員 要援護者の見守りネットワーク強化事業での名

簿作成のための同意書の内容には、作成され

た名簿を地域の支援団体に渡してもいいという

ようなことも含まれているのでしょうか。

同意書には、災害時に防災の取組み等をする

地域活動グループへの情報提供と普段からの

見守り活動に活用という内容が含まれていま

す。ただし、名簿については、各地域活動協議

会と区役所とで個人情報取り扱いに関する協

定を結んでおり、報告していただいている管理

体制のもとで保管することになっています。

保健福祉課

（保健福

祉）

⑤ 現時点での変更はありません。
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